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平成２１年度第１回 緑区地域福祉計画推進協議会 議事要旨 

 

１ 開催日時 

 平成２１年６月２７日（土） １４：００～１６：２０ 

 

２ 出席者 

 緑区推進協議会委員（以下、委員）：（出席委員 １５名） 

                    秋山委員・石井委員・岩瀬委員・大久保委員 

大槻委員・岡本委員・竹内委員・高金委員 

田宮委員・徳田委員・豊田委員・中村委員 

本田委員・松尾委員・余語委員                       

（欠席委員 ４名） 

小関委員・鴨委員・武村委員・平山委員 

 ＜事務局＞ 

 千葉市緑区役所           ：武石区長 

 千葉市緑保健福祉センター     ：中島所長 

保健福祉サービス課        ：樫浦補佐・高野係長・高村主査補 

神代主任主事 

 千葉市社会福祉協議会 緑区事務所 ：山口所長・髙吉主任主事 

千葉市保健福祉局        ：大西次長 

千葉市保健福祉総務課       ：土屋課長・半澤主査・大久保主任主事 

 

３ 開催場所 

 緑保健福祉センター ２階  大会議室 

 

４ 議事 

 ・緑区長挨拶 

 ・委員紹介 

 ・事務局職員紹介 

 

中島保健福祉センター長を仮議長に選任。 

・議題（１） 会議の公開について 

   全委員一致で「公開とする」ことで了承された。 
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 ・議題（２） 委員長・副委員長の選任について 

   委員長には、出席委員の発言により、平成２０年度に引き続き、岡本委員が選任

された。 

また、副委員長の選任方法は、岡本委員長による指名方式が了承され、竹内、田

宮両委員を指名・選任した。 

 

・議題（３） 広報部会委員の選任について 

   高金、大久保、田宮、中村、本田の各委員に決定した。 

 

 ・議題（４） 第３回千葉市地域福祉計画推進協議会の報告について 

         ア 区地域福祉計画の見直しについて 

  岡本委員長より、「区地域福祉計画の見直しについて」（資料１）、「緑区地域福祉 

計画の見直し案検討資料」（資料３）、「緑区地域福祉計画の現況」（資料４）を基に 

説明した。 

  委 員：資料１の中にある、２ 見直しの考え方・ポイント ④担い手の明確化

とあるが、それは何か。 

  事務局：１つの例として、地区部会があります。また、個人よりむしろ組織を考

えています。 

   

・議題（５） 緑区地域福祉計画推進協議会設置要綱の改正について（資料２） 

   全委員一致で了承された。 

 

・議題（６） 緑区地域福祉計画の見直しの進め方について 

   委 員：見直しを今年度で完結するように説明されたが、資料１の中にある、 

５ 今後のスケジュールのイメージ では２年かけるようになってい

るが、今年度で１度、素案を作成し、次年度へ繋げていくという考え方

で良いのか。 

   事務局：各区の実情に応じて進めていきますが、基本的には、そのようになりま

す。緑区では推進協が５回、他の区では４回開催される予定ですので、

その中で取り組んでいただければと思います。 

   委 員：交通対策については、公助で行うと説明されたが、市推進協で、公助で

行うような説明があったのか。 

事務局：一例として、交通対策を言ったので、特に、公助への移し替えの議論が

あったわけではありません。交通対策の様なものは、千葉市（行政）の

方で対応した方が良いのでは？という意見があったからです。 
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   委 員：インターネットモニター調査を行うようだが、どのようなもの（項目）

を考えているのか。また、何人くらい登録されているのか。 

   事務局：具体的な内容は未定ですが、約１，７００人を超える登録者がいますの

で、より様々な意見を聞きたいと考えています。 

   委 員：千葉市民なら誰でも、登録の資格があるのか。 

   事務局：無料で、市内在住の１５歳以上の方であり、市政に関心のある方です。 

   委 員：計画の見直しを時系列で示してはどうか。また、計画に対する評価は行 

うのか。 

   委員長：明確化することは考えています。また、評価については考えていません。 

 

・その他 

   各地域の課題などについて、各委員より報告があった。 

   椎名地区：福祉の推進はコミ懇を中心として、展開をはかっている。また、青色

灯を購入し、パトロール車として防犯に努めている。 

   土気地区：家に籠もりがちな高齢者を、いきいきサロンなどに参加を促すことに

難しさを感じている。また、電話コールへの参加を呼びかけても、電

話に出ない方や、家にいて外出もしない方もいるので、地域の情報が

不足になりがちになっている。 

   誉田地区：イベントなどを行っても、特に高齢者の参加者が少ない。また、高齢

者を連れ出すにも経費がかかってしまう。 

他には、老人クラブからの脱退者が多いため、クラブ数が減少してい

るのが現状である。 

   おゆみ野地区：道路の段差の問題を抱えている。市に要望してもなかなか進まず、 

地区で対応に苦慮している。 

 

委員長より、「福祉カレンダー」に掲載する記事について説明があった。 

 

年間５回開催、偶数月の第２土曜日の午後２時から開催することで決定した。 

   第２回会議  ８月 ８日（土） 

   第３回会議 １０月１０日（土） 

   第４回会議 １２月１２日（土） 

    第５回会議  ２月１３日（土） 

 


